
づ
。
満
目
凡
て

に
、
風
景
蕭
殺

「
風
景
蕭
殺
た
り
」

海
口
と
呼
ば
れ
る
場

シ
ア
に
よ
っ
て
港
湾

一
、

従
軍
記
者
と
し
て

月
一
〇
日
に
千
代
田

陸
上
見
渡
せ

り
。
四
五
百
尺

峰
と
す
。
和
尚

支

人
の
所
謂

大
連

大
陸
の
象
を
示
す
。
樹
木
少
な
く
、
断

た
り
。

と
記
さ
れ
た
こ
の
地
は
、
も
と
も
と

所
だ
っ
た
。
日
清
戦
争
後
に
は
、
租
借

都
市
の
建
設
が
始
ま
り
、
さ
ら
に
日
露

は
じ
め
に

日
清
戦
争
に
参
加
し
た
国
木
田
哲
夫
は

艦
の
甲
板
で
見
た
風
景
を
次
の
よ
う
に

ば
、
只
だ
茫
々
と
し
て
天
際
に
接
す
る

よ
り
六
七
百
尺
に
至
る
山
、
之
れ
を
沿

島
の
山
は
百
尺
を
出
で
ず
。
只
だ
サ
ン

大
黒
山
、
突
兀
と
し
て
平
野
を
抜
き
、

の
詩
人
た
ち

｜
｜
詩
誌
『
亞
』
と
地
政
学
｜

崖
多
し
、
人
屋
稀

青
泥
窪
口
や
三
山

権
を
獲
得
し
た
ロ

戦
争
後
に
日
本
に

と
し
た
戦
争

る
こ
と
。（
略

た
の
で
あ
る

の
箇
所
で
は

若
し

一
八
九
四
年
一
一

記
し
て
い
る
。

処
、
凡
て
平
陵
な

岸
に
連
亙
す
る
高

プ
ト
ン
ス
峰
の
み
、

高
さ
二
千
尺
を
出

ニ
ー
に
因
ん

う
ま
で
も
な

戦
争
終
結
か

一
九
〇
八
年

歩
が
想
定
し

さ
う
な
」
題

露
戦
後
の
「

｜

よ
る
都
市
建

四

と
、「
愛
弟
」
へ
寄
せ
る
作
家
の
個
人

）
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
そ
、
初
め
て
「

。
ち
な
み
に
、
先
の
引
用
文
か
ら
約
一

、
大
連
は
次
の
よ
う
書
き
留
め
ら
れ
て

千
代
田
艦
上
に
立
つ
、
日
已
に
落
ち
ん

で
大
連
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
先
に
挙
げ

く
若
き
日
の
国
木
田
独
歩
の
こ
と
で
あ

ら
三
年
後
の
独
歩
没
後
に
初
め
て
『
愛

一
一
月
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
紅
野

た
「
海
上
砲
煙
」「
艦
隊
戦
列
」「
艦
上

名
で
は
な
く
、「
愛
弟
通
信
」
と
い
う

戦
争
文
学
」
の
と
ら
え
方
が
あ
っ
た
。

西

村

設
が
進
め
ら
れ
る
。
そ
の
頃
に
は
、
土

四
七

的
な
通
信
を
結
び
あ
わ
せ

戦
争
文
学
」
は
成
立
」
し

ヶ
月
後
、
一
二
月
二
三
日

い
る
。

と
す
る
時
西
の
方
を
眺
め

た
国
木
田
哲
夫
と
は
、
言

る
。
こ
の
文
章
は
、
日
露

弟
通
信
』（
左
久
良
書
房
、

謙
介
が
言
う
よ
う
に
「
独

詩
趣
」
と
い
っ
た
「
売
れ

題
を
選
ん
だ
こ
と
に
、
日

す
な
わ
ち
、
国
家
を
主
体

将

洋

地
の
名
は
ロ
シ
ア
名
ダ
ル



『
亞
』（
一
九
二
四

冬
彦
・
城
所
英
一
・

る
。
こ
の
三
人
は
同

し
て
い
た
。
そ
の
三

が
っ
た
の
で
あ
る
。

様
子
が
綴
ら
れ
て
い

安
西
は
そ
の
時
の
様

こ
の
土
地
は
故
郷
日

に
変
貌
し
た
の
で
あ

る
身
体
感
覚
が
変
容

本
稿
は
、
こ
の
大

題
点
を
探
る
試
み
で

二
、

大
連
の
詩

よ
。
短
き
冬
の

今
や
燃
ゆ
る
が

り
。
日
を
背
ふ

と
な
く
美
な
り

「
蕭
殺
」
た
る
風
景

の
戦
勝
を
経
て
再
び

年
一
一
月
創
刊
）
の
発
端
は
、
一
九
二

富
田
充
の
三
人
が
安
西
冬
衛
宅
を
訪
問

じ
旅
順
中
学
校
の
同
級
生
で
あ
り
、
当

人
が
大
連
へ
帰
省
し
た
際
に
、
雑
誌
創

こ
の
時
の
様
子
は
、
北
川
の
回
想
文
で

る
が
、
安
西
の
側
か
ら
す
る
と
事
情
は

子
を
「
対
決
」
と
呼
び
、「
東
京
」
で

本
の
地
と
同
じ
よ
う
に
、「
愛
弟
」
と

る
。
場
所
が
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
。

し
た
の
で
あ
る
。

連
で
刊
行
さ
れ
た
詩
雑
誌
『
亞
』
の
周

あ
る
。

大
連
の
『
亞
』、
東
京
の
『
面
』

人
た
ち

日
の
光
将
に
入
ら
ん
と
す
。
淡
色
蒼
然

如
し
。
ヴ
イ
ク
ト
リ
ヤ
澳
遠
く
煙
を
こ

山
々
の
う
ち
一
個
。
そ
の
形
ち
富
岳
に

。
か
ら
「
富
岳
」
へ
の
転
換
。
恐
ら
く

大
連
に
戻
っ
て
き
た
こ
と
が
関
与
し
て

三
年
の
夏
に
北
川

し
た
こ
と
に
始
ま

時
は
東
京
に
進
学

刊
の
話
が
持
ち
上

は
四
人
の
円
満
な

異
な
っ
た
よ
う
だ
。

雑
誌
を
創
刊
す
る

の
活
動
の
場

そ
の
後
、

九
二
五
年
五

行
」
が
『
面

決
定
的
に
ク

「
日
本
詩
人
九

月
一
日
）
で

共
有
可
能
な
場
所

そ
の
場
に
存
在
す

辺
で
発
生
し
た
問

藤
輝
の
名
で

で
、
北
川
・

誌
を
発
行
し

あ
る
。
そ
れ

わ
っ
て
、『
亞

子
（
北
川
冬

は
、
東
京
に

た
る
連
山
の
天
、

め
て
微
茫
蕭
条
た

似
た
る
あ
り
。
何

そ
こ
に
は
旅
順
で

い
た
の
だ
ろ
う
。

と
い
う
城
所

て
い
る
の
で

こ
う
し
た

一
日
）
以
降

ら
は
、
福
富

五
年
二
月
創

は
、
大
連
と
東
京
の
二
極
に
ま
た
が
っ

次
第
に
『
亞
』『
面
』
の
二
誌
は
注
目

月
、『
新
進
詩
人
』（
九
巻
一
号
）
で
は

』
の
短
詩
を
好
意
的
に
取
り
上
げ
て
い

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
せ
た
の
は
、
萩
原

月
号
月
旦
」（『
日
本
詩
人
』
五
巻
一

、
朔
太
郎
は
「
最
近
、
安
西
君
等
の
雑

参
加
し
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
も
と
も

城
所
・
富
田
・
福
富
の
四
人
は
東
京
で

て
い
た
。
そ
の
雑
誌
が
新
た
に
『
面
』

は
東
京
で
の
活
動
拠
点
の
確
保
を
も
意

』
に
は
瀧
口
武
士
が
同
人
に
新
加
入

彦
の
妹
）
ら
も
寄
稿
す
る
よ
う
に
な
る

拠
点
を
移
し
な
が
ら
、
そ
の
後
も
『
亞 四

の
提
案
を
退
け
、「
大
連
」
で
の
雑
誌

あ
る
。

安
西
の
回
想
と
呼
応
す
る
よ
う
に
、
第

、
北
川
ら
三
人
は
『
亞
』
同
人
を
退
く

菁
兒
が
中
心
と
な
っ
て
東
京
で
発
行
し

刊
）
に
参
加
し
た
。
福
富
菁
兒
と
は
後

て
い
た
。

を
獲
得
し
て
い
っ
た
。
一

、
正
富
汪
洋
「
短
詩
の
流

る
。
だ
が
、
そ
の
存
在
を

朔
太
郎
の
発
言
だ
っ
た
。

一
号
、
一
九
二
五
年
一
一

誌
『
亞
』
で
や
つ
て
る
二
、

と
『
亞
』
創
刊
の
直
前
ま

『
未
踏
路
』
と
い
う
同
人

と
し
て
再
出
発
し
た
の
で

味
し
て
い
た
。
彼
ら
に
か

し
、
加
藤
郁
哉
・
水
原
元

。
ち
な
み
に
、
北
川
冬
彦

』
に
度
々
寄
稿
し
た
。
彼

四
八

発
行
が
決
定
し
た
と
言
っ

三
号
（
一
九
二
五
年
一
月

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
彼

た
雑
誌
『
面
』（
一
九
二

述
「
詩
の
展
覧
会
」
に
加



「
日
露
戦

こ
の
よ
う
な
『
亞

正
富
汪
洋
と
福
富
菁

六
年
一
月
『
新
進
詩

で
あ
る
。
こ
の
中
で

や
五
行
詩
は
時
々
試

高
木

瑳
雄
が
再
び

し
て
い
る
。
ま
た
、

追
随
者
が
出
現
し
た

詩
」
の
欄
が
設
け
ら

七
年
年
三
月
ま
で
継

三
、

そ
の
意
義
を
認
め
た

五
年
一
二
月
一
日
）

ら
七
人
が
『
面
』
に

定
的
に
取
り
上
げ
た

藤
治
郎
ほ
か
三
人
が

は
、
詩
壇
で
の
位
置

有
望
な
新
進
詩
人
」

三
行
の
印
象
詩
は
、

争
と
近
代
の
記
憶
」

』『
面
』
の
台
頭
と
い
う
状
況
の
中
で

兒
の
論
争
だ
っ
た
。
そ
の
発
端
と
な
っ

人
』（
九
巻
一
号
）
掲
載
の
、
正
富
汪

正
富
は
、「
新
体
詩
な
る
も
の
が
起
つ

み
ら
れ
た
。
然
し
こ
れ
を
盛
ん
に
に
よ

北
川
冬
彦
の
名
を
挙
げ
、
藤
田
健
次
が

彼
ら
が
試
み
た
短
詩
と
い
う
技
法
に
つ

。
一
九
二
六
年
二
月
か
ら
雑
誌
『
詩

れ
た
こ
と
も
そ
の
一
例
と
言
え
よ
う
。

続
さ
れ
た
。

短
詩
争
奪
戦

の
で
あ
る
。
続
く
『
日
本
詩
人
』
五
巻

の
詩
壇
諸
家
「
十
四
年
度
作
品
批
評
」

つ
い
て
、『
亞
』
に
つ
い
て
は
加
藤
介

。
詩
人
名
と
し
て
は
、
高
木

瑳
雄
が

安
西
冬
衛
に
注
目
し
て
い
る
。
こ
う
し

を
獲
得
し
て
い
っ
た
。
こ
の
後
も
「
昨

（『
詩
神
』
二
巻
一
号
、
一
九
二
六
年
一

一
つ
の
新
詩
形
と
し
て
も
注
目
に
価

発
生
し
た
の
が
、

た
の
は
、
一
九
二

洋
「
短
唱
運
動
」

て
以
来
、
四
行
詩

う
と
特
に
努
力
し

い
ひ
な

ら
れ
た

彦
・
城

そ
れ
に

た
も
其

安
西
冬
衛
に
言
及

い
て
も
、
多
く
の

神
』
で
「
現
代
短

こ
の
欄
は
一
九
二

動
は
、
従
来

照
を
制
限
し

の
拡
充
」
を

を
解
放
し
よ

富
に
異
議
申

九
二
六
年
四

『
短
唱

一
二
号
（
一
九
二

で
は
、
百
田
宗
治

春
ほ
か
八
人
が
肯

北
川
冬
彦
に
、
大

て
二
つ
の
同
人
誌

年
あ
ら
は
れ
た
る

月
一
日
）
で
は
、

る
の
だ
。」
と

行
」
の
詩
の

れ
、
短
歌
の

も
目
的
と
し

一
方
、
福

『
犀
』
を
創
刊

「
閑
房
襍
記
」

す
る
。」
と
言
い
、

た
運
動
は
、

四

い
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
な
ら
あ
な
た
が

よ
り
一
年
以
上
前
に
私
達
（
城
戸
又

所
英
一
・
福
富
菁
兒
の
五
人
）
は
『
面

拠
つ
て
専
ら
短
詩
を
提
唱
し
運
動
を
し

年
の
五
月
号
の
『
新
進
詩
人
』
で
『
短

の
芸
術
が
余
り
に
約
束
や
独
断
に
拠
る

た
こ
と
に
対
す
る
破
壊
だ
つ
た
」
の
で

実
践
し
、「
四
次
元
の
世
界
に
、
吾
々

う
と
し
た
」
と
、
そ
の
活
動
を
総
括
し

し
立
て
を
行
っ
た
。「
短
詩
運
動
に
就

月
一
日
）
で
、
福
富
は
次
の
よ
う
に
詰

』
に
し
ろ
『
短
詩
』
に
し
ろ
『
短
い

自
ら
の
革
新
性
を
宣
言
し
た
。「
短
唱

こ
と
で
あ
り
、「
空
行
を
も
一
行
と
し

三
十
一
字
の
制
限
を
打
破
す
る
こ
と
、

た
」
詩
を
確
立
す
る
こ
と
が
目
標
と
さ

富
菁
兒
は
、
前
述
『
面
』
の
終
刊
後

し
て
い
る
。『
犀
』
第
一
輯
（
一
九
二

で
は
、「
一
九
二
五
年
度
に
於
け
る
私

過
去
に
於
て
認
め
な
い
。
我
々
は
、
こ

四
九

此
の
一
月
に
こ
れ
を
試
み

一
・
横
井
潤
三
・
北
川
冬

』
と
い
ふ
雑
誌
を
発
行
し
、

て
ゐ
ま
す
。
そ
れ
は
あ
な

詩
の
流
行
』
と
題
し
て
吾

説
明
に
堕
し
、
私
達
の
観

あ
り
、「
表
現
及
び
観
照

の
余
り
に
人
間
的
な
生
命

て
い
る
。
そ
の
福
富
が
正

い
て
」（『
犀
』
二
輯
、
一

問
し
た
の
で
あ
る
。

詩
』
で
あ
る
こ
と
に
ち
が

」
と
は
、「
四
行
又
は
五

て
計
算
」
す
る
と
規
定
さ

「
唱
ふ
に
適
す
る
こ
と
を

れ
た
。

、
そ
の
後
継
誌
と
し
て

六
年
三
月
一
日
）
の
福
富

達
「
面
」
同
人
の
短
詩
運

の
運
動
を
試
み
や
う
と
す



呈
し
て
ゆ
く
。
そ
の

西
村
陽
吉
で
あ
る
。

雄
ら
と
『
我
等
の
詩

詩
へ
の
反
発
と
新
短

富
・
正
富
論
争
の
渦

六
日
）
を
刊
行
し
た

い
と
い
う
意
味
の
み

動
に
つ
い
て
、
か
つ

や
五
行
詩
」
を
、
運

さ
ら
に
近
年
の
短
詩

み
て
い
た
こ
と
、
そ

『
亞
』、
深
尾
須
磨
子

け
で
は
な
い
と
反
論

こ
こ
か
ら
、
二
人

大
連
の
詩

々
の
こ
と
を
書

こ
の
一
月
号
の

動
を
綺
麗
に
黙

ら
れ
る
。

こ
の
発
言
を
受
け

に
は
、「
短
唱
と
短
詩一

因
と
な
っ
た
の
が
、
先
に
正
富
が
述

一
九
二
二
年
六

一
一
月
に
、
西
村
は

』（
全
六
冊
）
発
行
し
、
和
歌
・
短
歌

詩
形
芸
術
の
模
索
を
行
っ
て
い
た
。
そ

中
に
『
第
一
短
詩
集
』（
素
人
社
、
一

の
で
あ
る
。
こ
の
詩
集
の
刊
行
は
、
単

な
ら
ず
、
複
雑
な
問
題
を
顕
わ
に
し
た

て
幸
田
露
伴
が
不
徹
底
の
ま
ま
に
終
わ

動
の
次
元
ま
で
高
め
る
こ
と
に
真
意
が

の
元
祖
と
言
え
ば
、
大
正
一
〇
年
前
後

の
他
に
平
野
威
馬
雄
や
、
福
原
清
の

に
つ
い
て
も
言
及
し
、『
面
』
の
み
が

し
た
の
で
あ
る
。

の
論
争
は
、
詩
壇
を
巻
き
込
み
つ
つ
、

人
た
ち

い
て
下
さ
れ
た
位
で
す
か
ら
よ
く
御
存

『
短
唱
運
動
』
の
中
で
あ
な
た
は
（
略

殺
な
さ
れ
て
ゐ
ら
れ
る
。
否
、
黙
殺
な

、『
新
進
詩
人
』
九
巻
五
号
（
一
九
二

」
が
掲
載
さ
れ
、
弁
明
が
な
さ
れ
た

べ
て
い
た
歌
人
の

俳
人
の
金
兒
農
夫

・
俳
句
等
の
定
型

の
西
村
ら
が
、
福

九
二
六
年
三
月
一

に
短
詩
の
元
祖
争

。
な
ぜ
な
ら
、
こ

に
反
駁
し
、
元

は
黙
殺
で
き

し
て
い
た
。

原
白
秋
と
萩

度
と
い
う
論

詩
社
が
、
一

主
張
も
現
れ

ら
せ
た
「
四
行
詩

あ
る
の
だ
と
述
べ
、

に
西
村
陽
吉
が
試

雑
誌
『
羅
針
』、

先
駆
性
を
持
つ
わ

泥
仕
合
の
様
相
を

で
あ
る
事
を

だ
が
、
事

批
評
」（『
日

会
の
『
日
本

さ
れ
た
の
で

に
高
め
た
し

運
動
に
就
い

知
の
筈
で
す
。
が
、

）
吾
々
の
あ
の
運

さ
ら
う
と
し
て
ゐ

六
年
五
月
一
日
）

。
正
富
は
短
唱
運

の
詩
集
に
は

し
て
い
た
の

へ
の
言
及
を

っ
た
の
か
も

で
あ
る
。『
第

に
言
及
し
つ

祖
と
い
う
問
題
で
は
な
く
、
現
詩
壇

な
い
と
、
訴
え
た
の
で
あ
る
。
こ
の
前

例
え
ば
、
伊
福
部
隆
輝
と
角
田
竹
夫
は

原
井
泉
水
に
言
及
し
、
こ
れ
に
対
し
て

点
を
再
度
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
安

九
一
五
年
か
ら
同
人
誌
『
短
詩
』
を
創

、
短
詩
の
元
祖
争
い
は
混
沌
と
し
て
ゆ

私
は
識
つ
た
。」
と
評
価
の
言
葉
を
贈

態
の
進
行
は
こ
れ
に
止
ま
ら
な
か
っ
た

本
詩
人
』
五
巻
一
二
号
、
一
九
二
五
年

詩
集

版
』（
新
潮
社
、
一
九
二
六

あ
る
。
こ
の
こ
と
は
『
面
』『
亞
』
の

、
こ
れ
に
よ
り
福
富
菁
兒
は
勢
い
づ
い

て
」（『
犀
』
四
輯
、
一
九
二
六
年
六
月 四

北
川
ら
が
脱
退
し
た
後
に
『
亞
』
に
加

で
あ
る
。
福
富
は
『
面
』
の
先
駆
性
を

回
避
し
て
い
た
。
そ
こ
に
は
、
先
駆
性

し
れ
な
い
。
そ
の
『
亞
』
に
は
、『
我

一
短
詩
集
』
に
つ
い
て
、
福
富
は
、

つ
も
、
そ
の
「
両
極
端
よ
り
発
し
其
のに

お
け
る
『
面
』
の
重
要
度

後
、
論
争
は
さ
ら
に
拡
大

、
短
詩
の
元
祖
と
し
て
北

福
富
は
現
詩
壇
で
の
重
要

斎
一
安
を
中
心
と
し
た
短

刊
し
て
い
た
な
ど
と
い
う

く
。
さ
ら
に
正
富
汪
洋
に

っ
た
。

。
前
述
「
十
四
年
度
作
品

一
二
月
一
日
）
が
、
詩
話

年
五
月
一
二
日
）
に
再
録

詩
壇
で
の
認
知
度
を
さ
ら

た
。
福
富
は
「
再
び
短
詩

一
日
）
で
再
び
正
富
汪
洋

五
〇

わ
っ
た
加
藤
郁
哉
も
参
加

主
張
し
な
が
ら
、『
亞
』

に
つ
い
て
の
負
い
目
も
あ

等
の
詩
』
同
人
も
い
た
の

詩
と
短
歌
・
俳
句
の
違
い

会
す
る
点
は
同
一
な
も
の



「
日
露
戦

会
」（
一
九
二
五
年
八

こ
の
展
覧
会
は
、

内
容
つ
い
て
は
、
第

全
容
が
確
認
で
き
る

北
川
冬
彦
「
詩
集
三

一
九
二
四
年
前
後

そ
の
一
つ
が
「
詩
の

派
詩
人
連
盟
展
が
開

る
。
ま
た
、
萩
原
恭

前
述
『
未
踏
路
』
同

人
も
ま
た
、
一
九
二

の
第
二
回
展
と
し
て

反
論
に
閉
口
し
て
し

て
、「
僕
の
頭
脳
の
中

こ
う
し
た
論
争
自

た
な
芽
の
萌
芽
が
あ

大
連
に
眼
を
転
じ
て

四
、

至
っ
て
は
、
仮
想
敵

争
と
近
代
の
記
憶
」

月
六

八
日
、
於
・
大
連
三
越
呉
服

『
亞
』
と
『
面
』
の
同
人
ら
が
合
流
し

一
一
号
『
亞
』（
一
九
二
五
年
九
月
一

。
特
に
注
目
で
き
る
の
は
、
図
版
入
り

半
規
管
喪
失
の
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ヨ
ン

、
文
学
者
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
い
う

展
覧
会
」
で
あ
っ
た
。
一
九
二
四
年
四

催
さ
れ
、
伊
福
部
隆
輝
や
秋
山
登
も
詩

次
郎
ら
の
雑
誌
『
赤
と
黒
』
も
詩
展
を

人
で
あ
っ
た
頃
の
富
田
充
・
城
所
英
一

四
年
八
月
に
詩
展
を
大
連
三
越
呉
服
店

企
画
さ
れ
た
の
が
、
亞
社
主
催
「
第

ま
い
、
最
終
的
に
は
『
面
』
か
ら
の
影

の
こ
と
だ
。」
と
開
き
直
り
と
も
言
え

体
は
不
毛
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と

お
き
た
い
。

詩
の
展
覧
会

が
幸
田
露
伴
だ
っ
た
こ
と
に
再
度
言
及店

）
で
あ
る
。

た
も
の
で
、
そ
の

日
）
で
ほ
ぼ
そ
の

で
紹
介
さ
れ
た
、

」
で
あ
ろ
う
﹇
図

「
秋
」
が
、

に
「
倦
怠

と
判
読
で
き

よ
う
に
、

他
に
も
活
字

現
象
が
発
生
す
る
。

月
に
は
日
本
無
産

展
に
言
及
し
て
い

目
論
ん
で
い
た
。

・
北
川
冬
彦
の
三

で
開
催
し
た
。
こ

二
回

詩
の
展
覧

の
「
蚕

ス
の
様

下
景
」

詩
が
、

の
間
に

確
定
と
は

井
が
示
し
た

響
の
有
無
に
つ
い

る
姿
勢
を
見
せ
た
。

だ
が
、
こ
こ
に
新

を
見
る
前
に
一
度
、

の
詩
集
『
三

本
・
発
行
日

の
で
あ
る
。

も
確
認
で
き

る
詩
の
展
覧

北
川

し
つ
つ
、
福
富
の

１
﹈。
左
端

四

に
は
「
冬
」
が
、

に
「
瞰
下
景
」

」
が
、

に
「
草
原
」
が
、

の
部
分

る
（
但
し
「
落
日
」
は
不
明
）。
だ
が

の
原
稿
用
紙
（
冒
頭
に
「
詩
集
三
半
規

の
切
れ
端
が
複
数
確
認
で
き
る
。
ま

」
と
並
ん
で
、
場
内
の
二
つ
の
焦
点
を

な
鋭
ど
い
熾
烈
な
精
神
が
観
る
も
の
を

「
共
同
便
所
」「
冬
」「
喜
び
」「
倦
怠
」

寸
分
の
動
き
の
と
れ
な
い
程
正
確
に
、

コ
ン
ス
ト
ラ
ク
ト
さ
れ
て
い
ゐ
る
。

言
え
な
い
が
、﹇
図
１
﹈
を
可
能
な
限

『
三
半
規
管
喪
失
』
収
録
の
八
編
の
詩

」
と
記
さ
れ
た
こ
の
作
品
は
、

半
規
管
喪
失
』（
至
上
芸
術
社
、
一
九

の
記
載
な
し
）
を
引
き
裂
き
、
そ
の
断

右
端

に
は
詩
集
の
表
紙
が
無
造
作
に

る
。
同
じ
く
『
亞
』
に
収
録
さ
れ
た
、

会
評
」
は
、
こ
の
作
品
を
次
の
よ
う
に

冬
彦
「
詩
集
三
半
規
管
喪
失
の
コ
ン
ス

の
部
分
に
「

﹇
﹈

五
一

が
、

に
「
喜
び
」
が
、

に
「
共
同
便
所
」
が
あ
る

、
全
体
を
見
て
も
わ
か
る

管
喪
失
」
と
あ
る
）
や
、

た

の
肖
像
画
は
、
後
に

な
し
て
ゐ
る
力
作
だ
。
メ

圧
倒
す
る
。「
草
原
」「
瞰

「
落
日
」「
秋
」
の
八
篇
の

怪
し
く
も
魅
力
の
あ
る
絵

り
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
武

の
う
ち
、

の
部
分
に
は

題
名
が
示
す
よ
う
に
自
ら

二
五
年
一
月
一
五
日
納

片
を
画
面
に
構
成
し
た
も

貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
の

武
井
濂
「
亞
社
主
催
に
な

評
し
た
。

ト
ラ
ク
シ
ヨ
ン
」
瀧
口
君



［図１］ 北川冬彦「詩集三半規管喪失のコンストラ

大
連
の
詩

クション」

人
た
ち

［図２］ マヴォ第一回展カタログ
（ ． ．於 浅草伝法院）

四

『彷書月刊』（一八九号，二〇〇一
月）より

五
二

年五



「
日
露
戦

み
立
て
る
」
と
主
張

れ
た
詩
の
一
部
や
、

ま
で
の
精
神
性
を
帯

を
含
む
と
も
言
え
よ

電
車
は
こ
ん
な
ふ
う

の
反
映
が
認
め
ら
れ

ス
ト
ル
ク
チ
オ
ン
）》

な
シ
ョ
ッ
ト
の
写
真

は
「
詩
集
」
と
い
う

差
異
が
あ
る
。
そ
こ

の
転
換
が
あ
る
と
言

何
等
の
抽
象
的
内
容

使
わ
れ
た
「

あ
る
こ
と
が
わ
か
る

こ
れ
は
マ
ヴ
ォ
の
作

第
一
回
展
カ
タ
ロ
グ

い
る
。

以
上
の
点
か
ら
確

識
的
構
成
主
義
を
標

『
検
温
器
と
花
』（
ミ

争
と
近
代
の
記
憶
」

し
て
い
た
。
一
方
、
北
川
の
場
合
に
は

画
面
中
央
の
右
寄
り
に
あ
る
電
車
の
絵

び
て
表
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で

う
。
北
川
の
作
品
の
中
に
構
成
さ
れ
た

に
登
場
す
る
。

る
こ
と
で
あ
る
。
但
し
、
村
山
の
代
表

（
一
九
二
五
年
、
東
京
国
立
近
代
美
術

や
木
片
な
ど
を
構
成
し
て
い
た
の
に
対

物
質
的
な
モ
ノ
を
切
り
裂
き
、
貼
り
付

に
は
、
自
ら
の
言
葉
さ
え
も
物
質
化
し

え
よ
う
。
村
山
知
義
は
「「
構
成
」
と

を
有
せ
ず
、
物
質
を
素
材
と
し
て
空
間

。
そ
れ
に
見
逃
せ
な
い
の
は
、

の
渦

品
の
中
で
多
用
さ
れ
た
図
柄
で
あ
り

の

を
参
照
）、
北
川
と
マ
ヴ
ォ
の
連

認
で
き
る
の
は
、
こ
の
北
川
の
作
品
に

榜
し
た
村
山
知
義
ら
の
ダ
ダ
的
な
ア
ン

ス
マ
ル
社
、
一
九
二
六
年
一
〇
月
二
五

、
手
書
き
で
書
か

な
ど
が
、
異
様
な

「
抽
象
的
内
容
」

詩
「
草
原
」
で
、

ゐ
る
と

来
派
に

体
に
対

最
後
の
「

山
の
主
張
が

作
《
構
成
（
コ
ン

館
蔵
）
が
、
斬
新

し
、
北
川
の
場
合

け
て
い
る
と
い
う

よ
う
と
す
る
意
識

い
ふ
言
葉
は
今
や

的
な
る
も
の
を
組

こ
こ
で
、

行
夫
の
「
紙

い
。
春
山
は

次
の
よ
う
に

「
亞
」

（『
新
進

に
勘
定

」
で

巻
き
線
で
あ
ろ
う
。

（﹇
図
２
﹈
マ
ヴ
ォ

続
性
を
明
証
し
て

は
、
マ
ヴ
ォ
で
意

サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ

刃
を
立

そ
の
上

凝
め
て

俺
の
指

日
）
の
挿
画
に
も

緑
の
草

四

こ
ろ
で
、（『
亞
』『
面
』
に
よ
る

引

非
ず
）
の

構
成
派
（
造
型
美
術

す
る
部
分
、
即
ち

の
主
張
に
対

」
に
つ
い
て
は
不
明
だ
が
、
そ

お
お
よ
そ
推
測
で
き
る
。
春
山
も
言
う

さ
ら
に
続
け
て
、
当
時
北
川
の
理
解
者

上
建
築
」（『
犀
』
四
輯
一
九
二
六
年
六

『
亞
』『
面
』
の
二
誌
と
『
新
進
詩
人

言
っ
て
い
る
。

と
「
面
」
の
未
来
主
義
も
認
め
な
く

詩
人
』
の
短
唱
が
主
張
す
る
よ
う
に

す
る
な
ど
は
、
マ
ラ
ル
メ
一
派
の
「
行

て
た
二
本
の
剃
刀
が
よ
ぎ
つ
て
ゐ
る

を

電
車
が
し
づ
し
づ
渡
つ
て
来
た

ゐ
る
と

が
ば
つ
た
り
切
り
落
と
さ
れ
た

原
を

五
三

用
者
注
）
未
来
主
義
（
未

｜
｜
分
離
建
築
）
の
、
全

し
て
も
古
い
と
見
た
。

れ
以
外
の
部
分
か
ら
は
春

よ
う
に
「
未
来
主
義
」
と

の
一
人
で
も
あ
っ
た
春
山

月
一
日
）
を
見
て
お
き
た

』
と
の
差
異
に
つ
い
て
、

て
は
な
ら
ぬ
。（
略
）
一
体
、

引
用
者
注
）
空
行
を
一
行

間
の
詩
」
に
主
張
さ
れ
て



限
に
集
中
さ
れ
て
い

の
筆
致
の
強
度
は
、

先
に
武
井
濂
が
「
メ

そ
う
し
た
両
者
の
構

し
て
詩
「
草
原
」
の

て
い
る
。
そ
こ
に
あ

覚
性
）
を
剥
き
出
し

「
草
原
」
で
も
、
第
二

て
し
ま
う
「
二
本
の

い
る
。

そ
の
意
味
で
「
詩

原
」
は
表
裏
一
体
の

精
神
性
を
表
現
す
る

迫
る
剃
刀
（
線
路
）

大
連
の
詩

は
、
イ
タ
リ
ア
未
来

触
れ
て
い
た
「
四
次

イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は

そ
こ
で
は
現
実
を
（

れ
て
い
る
。「

注
釈
も
あ
る
が
、「

る
。「
詩
集
三
半
規
管
喪
失
の
コ
ン
ス

詩
の
表
現
の
強
度
へ
と
凝
縮
し
て
い
る

ス
の
様
な
鋭
ど
い
熾
烈
な
精
神
」
と
評

成
（
融
合
性
）
を
踏
ま
え
て
の
発
言
と

表
現
は
、
村
山
が
述
べ
た
「
構
成
」
の

る
の
は
、
抽
象
性
を
極
度
に
削
り
、
物

に
さ
せ
、
空
間
的
に
構
成
す
る
作
業
で

連
と
第
三
連
は
、
触
れ
ず
と
も
見
詰

剃
刀
」（
線
路
）
の
鋭
さ
、
そ
の
物
質

集
三
半
規
管
喪
失
の
コ
ン
ス
ト
ラ
ク

関
係
に
あ
る
。
前
者
が
構
成
さ
れ
た
詩

と
す
れ
ば
、
後
者
で
は
そ
の
精
神
性

の
切
れ
味
と
い
う
一
点
（

）
に

人
た
ち

派
な
ど
の
系
統
で
は
な
く
、
本
稿
第
二

元
」
か
ら
得
ら
れ
た
解
釈
だ
ろ
う
。
周

三
次
元
の
領
域
に
第
四
次
元
（
時
間
）

未
来
に
向
け
て
）
突
き
抜
け
て
ゆ
く
イ

構
成
派
」
に
つ
い
て
は
「
造
型
美
術

全
体
に
対
す
る
部
分
」
と
い
う
言
を

ト
ラ
ク
シ
ヨ
ン
」

と
も
言
え
よ
う
。

し
て
い
た
の
は
、

考
え
ら
れ
る
。
そ

原
理
を
も
体
現
し

質
の
素
材
感
（
触

あ
る
。
こ
う
し
た

ン
・
コ

派
と
か

動
の
影

こ
の
よ
う

一
蹴
し
、「
彼

在
来
の
詩
に

深
く
、
一
層

め
る
だ
け
で
切
れ

性
へ
と
収
斂
し
て

シ
ヨ
ン
」
と
「
草

集
の
背
後
に
あ
る

が
、「
俺
」
に
ま
で

向
か
っ
て
、
最
大

こ
の
よ
う

堀
口
大
学
に

の
『
東
京
朝

回
）
で
あ
る

る
短
詩
流
行

「
口
か
ら
出
ま

こ
れ

節
で
福
富
菁
兒
が

知
の
よ
う
に
、
ア

を
導
入
し
て
い
た
。

メ
ー
ジ
が
提
起
さ

」「
分
離
建
築
」
の

注
目
し
た
い
。
詩

表
現
は
、『
亞

ル
と
い
っ
た

違
い
な
く
多

も
な
く
マ
ヴ

ク
ト
オ
あ
た
り
の
影
響
で
あ
る
ら
し
い

、
立
体
派
と
か
い
ふ
や
う
な
既
成
概
念

響
で
あ
る
ら
し
い
。

に
堀
口
は
短
詩
の
流
行
を
「
フ
ラ
ン
ス

ら
（
コ
ク
ト
ー
や
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル

対
し
て
、
そ
れ
等
の
忠
実
な
る
じ
ゆ
ん

鋭
敏
で
あ
つ
た
」
と
述
べ
、
日
本
の
詩

に
短
詩
に
対
す
る
論
議
と
表
現
の
試
行

よ
っ
て
一
石
が
投
じ
ら
れ
た
。
一
九
二

日
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
短
詩
型
流

。
こ
の
中
で
堀
口
は
、
最
近
「
地
方
の

は
、「
詩
を
害
す
る
」
も
の
で
あ
り
、

か
せ
文
句
」
と
言
い
、
次
の
よ
う
に

ら
（
の
短
詩

引
用
者
注
）
は
フ
ラ
ン 四

』
に
つ
い
て
度
々
言
及
さ
れ
て
き
た

短
詩
か
ら
の
影
響
、
さ
ら
に
題
材
と
目

く
を
負
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
と

ォ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
も
変
奏
さ
れ
、
そ
し

五
、
短
詩
の
問
題
系

。
ま
た
ダ
ダ
と
か
、
構
成

の
破
壊
を
目
的
と
す
る
運

近
代
詩
」
の
模
倣
と
し
て

引
用
者
注
）
は
在
来
の
美
、

奉
者
達
よ
り
も
一
層
注
意

人
も
「
古
風
な
詩
型
に
ま

錯
誤
が
行
わ
れ
て
い
た
中
、

六
年
八
月
一
二

一
四
日

行
と
産
詩
制
限
」（
全
三

同
人
誌
」
に
発
生
し
て
い

一
行
・
二
行
で
記
さ
れ
た

述
べ
た
の
で
あ
る
。

ス
近
代
詩
｜
｜
殊
に
ジ
ヤ

五
四

よ
う
に
、
俳
句
や
ル
ナ
ー

さ
れ
る
大
陸
の
環
境
に
間

同
時
に
、
そ
こ
に
は
紛
れ

て
流
入
し
て
い
た
。



「
日
露
戦

枚
岩
の
も
の
と
し
て

べ
た
コ
ク
ト
ー
ら
の

の
で
あ
り
、
正
富
の

題
を
歴
史
的
社
会
的

一
方
、
春
山
行
夫

に
止
ま
ら
な
い
表
現

意
味
で
の
「
短
詩
」

る
の
か
を
、
根
本
的

例
え
ば
、
正
富
汪

六
年
一
一
月
一
日
）

や
漢
詩
の
絶
句
と
い

ら
の
運
動
の
正
当
性

た
の
で
あ
る
。
こ
の

神
』
二
巻
五
号
、
一

た
。
し
か
し
、
一
九

を
刊
行
し
た
堀
口
大

な
問
題
性
を
提
起
す

通
じ
て
短
詩
に
お
け

な
ら
ば
、
堀
口
大
学

で
立
ち
か
へ
つ
て
、

争
と
近
代
の
記
憶
」

捉
え
る
視
点
が
依
然
と
し
て
残
存
し
て

詩
は
、
前
代
の
も
の
を
乗
り
越
え
る
か

理
解
は
十
分
と
は
言
え
な
か
っ
た
。
し

に
見
る
眼
が
そ
こ
に
は
確
か
に
存
在
し

は
『
詩
神
』
三
巻
三
号
（
一
九
二
七

の
模
索
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
堀

に
対
す
る
思
慮
を
も
た
ら
し
た
。「
短

に
思
考
す
る
視
点
が
芽
生
え
た
の
で
あ

洋
「
詩
歌
小
感
」（『
新
進
詩
人
』
九
巻

は
、
堀
口
の
見
解
に
対
し
て
、
ヨ
ー
ロ

っ
た
東
西
の
詩
と
「
短
唱
」
と
の
同
一

を
主
張
し
た
。
だ
が
、
そ
こ
で
は
ヨ
ー

よ
う
な
見
解
自
体
は
、
南
江
二
郎
「
短

九
二
六
年
五
月
一
日
）
な
ど
で
も
同
様

二
五
年
九
月
に
訳
詩
集
『
月
下
の
一

学
の
見
解
で
あ
っ
た
こ
と
こ
そ
が
、
詩

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
先
に
、

る
実
践
性
を
概
観
し
た
。
そ
う
し
た
視

の
批
判
は
幾
分
の
理
解
を
欠
い
て
い
る

更
に
そ
こ
か
ら
あ
ら
た
め
て
出
な
ほ
す

い
る
。
堀
口
が
述

た
ち
で
発
生
し
た

か
し
、
表
現
の
問

て
い
る
。

年
三
月
一
日
）
に

正
富
汪
洋

す
る
な
ら
ば

眼
を
向
け
て

方
向
と
水
平

が
浮
上
し
て

口
の
批
判
は
別
の

詩
」
と
は
何
で
あ

る
。

一
一
号
、
一
九
二

ッ
パ
の
ソ
ネ
ッ
ト

性
を
主
張
し
、
自

ロ
ッ
パ
の
詩
を
一

は
必
ず

テ
イ
ツ

何
ぜ
い

と
こ
ろ

（
チ
エ
ン）

こ
ろ
が

詩
に
就
て
」（『
詩

に
提
起
さ
れ
て
い

群
』（
第
一
書
房
）

壇
に
対
し
て
大
き

詩
の
展
覧
会
等
を

野
か
ら
判
断
す
る

。
そ
こ
に
は
模
倣

な
ど
、
古
今

こ
こ
に
は
、

よ
う
と
す
る

三
日
）
に
は

堀
口

仏
蘭
西

の
新
精

」
こ
と
を
提
言
し

「
短
詩
の
新
研

四

や
春
山
行
夫
が
歴
史
的
な
視
点
か
ら

、
北
川
は

を
契
機
と
し
た
「

い
る
。「
短
詩
」
と
い
う
問
題
を
起
点

方
向
の
視
野
が
開
示
さ
れ
、
そ
の
上
で

い
た
の
で
あ
る
。

し
も
仏
蘭
西
芸
術
の
み
に
於
け
る
現
象

ク
な
も
の
で
あ
る
。（
略
）
コ
ク
ト
オ

い
か
。
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
日
本
人
の
詩

の
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。（
略
）

バ
ア
レ
ン
の
い
ふ
と
こ
ろ
の

の
影
響
を
う
け
て
ゐ
る
が
故
に
わ
れ

あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

東
西
の
短
詩
形
文
学
を
歴
史
的
に
把
握

正
富
と
は
多
少
異
な
り
、
歴
史
的
な
表

視
点
が
発
生
し
て
い
た
。『
犀
』
第
七

、
北
川
冬
彦
「
タ
イ
ラ
ン
ト
、
堀
口
大

氏
は
短
詩
型
の
流
行
を
、
一
概
に
、
近

近
代
詩
の
影
響
と
断
定
し
て
ゐ
る
が
、

神
（

）
と
表
現
手
法
の

究
」
を
発
表
し
、
短
歌
・
俳
句
・
絶

五
五

「
短
詩
」
に
眼
を
向
け
た
と

短
詩
」
の
世
界
同
時
性
に

と
し
て
、
そ
こ
で
は
垂
直

表
現
す
る
こ
と
の
問
題
性

で
は
な
く
、
コ
ス
モ
ポ
リ

の
詩
は
ま
こ
と
に
い
い
。

的
精
神
と
一
脈
相
通
ず
る

コ
ク
ト
オ
は
所
謂

わ
れ
と
一
脈
相
通
ず
る
と

し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

現
の
位
相
を
考
慮
に
入
れ

輯
（
一
九
二
六
年
一
一
月

学
！
」
が
掲
載
さ
れ
た
。

時
し
き
り
に
翻
訳
さ
れ
た

近
代
芸
術
の
特
徴
は
、
そ

単
純
化
と
に
在
り
、
そ
れ

句
・
ソ
ネ
ッ
ト
・
立
体
詩



一
九
二
七
年
一
二

雑
誌
に
は
「
亞
の
回

添
え
ら
れ
た
。
中
に

れ
た
が
、
回
想
文
は

「「
亞
」
の
気
魂
は
詩

心
平
は
「「
亞
」
は
日

ま
す
。」
と
記
し
て
い

は
詩
壇
の
中
心
で
あ

リ
ス
俊
子
が
指
摘
す

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な

え
よ
う
。
そ
う
し
た

さ
ら
に
ア
ヴ
ァ
ン
ギ

き
受
け
て
ゆ
く
か
、

生
し
て
い
た
の
で
あ

大
連
の
詩

六
、

以
上
、
本
稿
は
、

詩
の
問
題
系
を
概
観

は
、
大
連
と
い
う
歴

の
関
連
を
見
過
ご
す

月
一
日
、『
亞
』
は
第
三
五
号
で
終
刊

想
」
と
し
て
、
錚
々
た
る
面
々
（
全
六

は
上
田
敏
雄
、
田
辺
耕
一
郎
ら
の
辛
辣

お
お
む
ね
好
意
的
だ
っ
た
。
例
え
ば

精
神
の
烈
し
さ
を
私
に
示
し
ま
し
た

本
詩
史
に
残
る
べ
き
仕
事
を
し
た
事

る
。
こ
う
し
た
評
価
の
背
後
に
あ
る

っ
た
東
京
の
動
向
に
も
間
違
い
な
く
関

る
よ
う
に
、
そ
こ
に
は
「
日
本
の
「
内

感
覚
を
享
受
で
き
る
空
間
」
が
現
前
し

詩
の
世
界
同
時
性
と
と
も
に
、
詩
の
歴

ャ
ル
ド
の
実
験
を
ど
の
よ
う
に
し
て
詩

と
い
っ
た
複
合
的
な
問
題
点
が
、
短
詩

る
。 人

た
ち

大
連
の
詩
人
た
ち

あ
る
意
味
で
意
識
的
に
、
東
京
の
詩
壇

し
た
。
言
う
ま
で
も
な
く
、『
亞
』
で

史
的
な
環
境
に
成
立
し
た
の
で
あ
り
、

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ

す
る
。
そ
の
際
、

〇
人
）
の
回
想
が

な
批
評
も
掲
載
さ

、
高
村
光
太
郎
は

。」
と
言
い
、
草
野

を
考
へ
さ
せ
ら
れ

の
は
、『
亞
』
終
刊

「「
亞
」
は
恒

中
央
詩
壇
い

て
「
亞
」
が

誰
し
も
否
定

連
の
土
地
に

本
稿
冒
頭

と
で
、
そ
の

与
し
て
い
た
。
エ

」
に
あ
り
な
が
ら

て
い
た
の
だ
と
言

史
性
を
再
検
証
し
、

の
問
題
と
し
て
引

と
い
う
場
に
は
発

て
い
る
。

そ
し
て
、

れ
は
、
短
詩

う
ノ
ス
タ
ル

は
「
広
い
平

は
「
香
り
高

あ
り
ま
す
。」

を
中
心
と
し
た
短

展
開
さ
れ
た
短
詩

場
の
問
題
と
詩
と

と
同
等
に
『
亞
』

を
短
詩
の
終

短
詩
形
と
清

時
の
詩
壇
に

「
亞
」
は
さ
う

橋
爪
健
の
「

慶
び
申
し
上

に
晴
朗
で
明
晰
で
典
雅
で
あ
つ
た
。「

傲
然
君
臨
し
た
所
以
は
そ
こ
に
あ
つ
た

呼
び
か
け
た
声
は
無
限
の
魅
力
に
充
ち

し
な
い
だ
ら
う
。」
と
感
情
を
込
め
て

封
印
す
る
か
の
よ
う
に
。

で
は
、
国
木
田
独
歩
が
大
連
を
自
ら
の

大
地
に
対
す
る
親
和
性
を
獲
得
す
る
経

こ
う
し
た
見
解
と
同
時
に
、
も
う
一
つ

運
動
の
中
心
と
規
定
さ
れ
た
『
亞
』
を

ジ
ッ
ク
な
表
象
の
中
に
囲
い
込
む
よ
う

原
に
さ
く
桜
草
の
や
う
に
思
は
れ
て
ゐ

い
異
国
の
煙
草
と
詩
が
消
え
て
し
ま
う

と
記
し
て
い
る
。
か
つ
て
『
亞
』 四

焉
と
連
動
さ
せ
る
と
い
う
認
識
だ
っ
た

新
な
印
象
的
手
法
は
節
制
の
弛
緩
に
陥

、
清
冽
な
転
向
を
促
し
た
功
多
き
も
の

し
た
貢
献
の
多
く
を
遂
げ
た
も
の
で

日
本
に
於
け
る
短
詩
運
動
の
使
命
は
、

げ
ま
す
。」
と
い
う
言
葉
に
は
、
そ
の

亞
」
が
満
州
の
辺
境
か
ら

。
遠
く
黄
海
の
潮
を
超
へ

た
も
の
で
あ
つ
た
こ
と
を

懐
か
し
ん
だ
。
全
て
を
大

故
郷
の
地
と
同
化
す
る
こ

緯
に
つ
い
て
触
れ
た
。
こ

顕
著
な
傾
向
が
あ
る
。
そ

、
遠
く
の
地
、
大
連
と
い

な
発
言
で
あ
る
。
新
居
格

た
」
と
言
い
、
角
田
竹
夫

こ
と
は
惜
し
み
て
も
余
り

同
人
だ
っ
た
富
田
充
は

五
六

。
山
崎
泰
雄
の
「
尖
鋭
な

り
か
け
た
傾
の
あ
つ
た
一

と
思
ひ
ま
す
が
、
中
で
も

し
た
。」
と
い
う
見
解
や
、

充
分
果
た
し
得
た
事
を
お

よ
う
な
意
図
が
含
意
さ
れ



「
日
露
戦

最
後
に
、「
亞
の
回

西
方
の
亞
字
あ

注

国
木
田
独
歩

画
し
た
『
亞
』
編
集

終
的
に
用
意
さ
れ
て

場
所
の
獲
得
だ
っ
た

る
時
は
強
調
す
る
地

断
し
な
が
ら
境
界
線

と
い
う
操
作
に
よ
っ

へ
、「
大
連
の
詩
人
た

し
な
が
ら
、
東
京
で

壇
に
想
像
力
を
充

『
亞
』
終
刊
に
顕
在
化

先
に
記
し
た
よ
う
な

の
歴
史
性
や
世
界
同

へ
封
じ
込
め
ら
れ
、

は
明
確
な
切
断
の
意

れ
に
対
し
て
『
亞
』

争
と
近
代
の
記
憶
」

想
」
へ
贈
ら
れ
た
佐
藤
惣
之
助
の
俳

か

と
枯
野
か
な

「
大
連
湾
進
撃
」（『
愛
弟
通
信
』
左
久
良
書

者
の
戦
略
性
も
内
在
し
て
い
た
だ
ろ

い
た
の
は
、
独
歩
の
場
合
と
同
様
に
、

。
日
本
と
大
連
と
の
境
界
線
を
、
あ
る

理
的
な
政
治
学
が
そ
こ
に
は
あ
る
。
大

は
移
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

て
、『
亞
』
の
営
為
は
「
日
本
詩
史
」

ち
」
と
し
て
明
確
に
区
分
さ
れ
、
編

提
起
さ
れ
た
詩
の
可
能
性
を
実
験
し
、

す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
か
も

し
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
も
の
と
も
別

短
詩
が
提
起
し
た
諸
問
題
（
前
衛
芸
術

時
性
）
は
、『
亞
』
終
刊
と
と
も
に
、

風
土
化
（
封
土
化
）
さ
れ
た
の
だ
と
言

識
が
存
し
て
い
る
（
当
然
そ
こ
に
は

の
短
詩
運
動
は
、
大
連
と
い
う
大
地
の句

を
挙
げ
て
お
く
。

房
、
一
九
〇
八
年
一

菁
兒
「
短

部
が
引
用

正
富
汪

月
一
日
）

正
富
汪

日
）
を
参

う
）。
そ
し
て
、
最

郷
愁
と
安
定
し
た

時
は
無
化
し
、
あ

連
を
含
み
か
つ
切

、
最
終
的
な
切
断

（
草
野
心
平
）
の
中

制
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

『
面
』
が

桜
井
勝

五
月
所
収

の
「
未
踏

が
あ
る
こ

こ
の
正

洋
「
短
唱

そ
の
内
容

『
新
進

さ
ら
に
東
京
の
詩

し
れ
な
い
。
だ
が
、

の
現
象
だ
っ
た
。

と
の
関
連
性
・
詩

大
連
と
い
う
土
地

え
よ
う
。
そ
こ
に

「
亞
の
回
想
」
を
企

田
独
歩
全

紅
野
謙

国
屋
書
店

国
木
田

北
川
冬

照
。安

西
冬

雅
子
﹈「

詩
話
会

「
大
正
十

想
像
力
を
助
け
と

一
月
二
三

四

詩
運
動
に
就
い
て
」（『
犀
』
二
輯
、
一
九
二

さ
れ
て
お
り
、
本
論
で
は
そ
の
部
分
を
再
引

洋
「
短
唱
と
リ
メ
リ
ツ
ク
」（『
新
進
詩
人
』

よ
り
。

洋
「
詩
歌
小
感
」（『
新
進
詩
人
』
九
巻
一
一

照
。

創
刊
さ
れ
た
と
あ
る
。
但
し
、『
面
』
は
現
物

美
「
北
川
冬
彦
ノ
ー
ト
」（『
北
川
冬
彦
の
世

）
は
、
雑
誌
『
ル
・
プ
ラ
ン
』（
二
号
、
一

路
社
同
人
」
欄
に
、
富
田
充
・
福
富
菁
兒
・

と
を
報
告
し
て
い
る
。

富
汪
洋
「
短
詩
の
流
行
」
は
現
物
確
認
で
き

と
短
詩
」（『
新
進
詩
人
』
九
巻
五
号
、
一
九

の
一
部
を
確
認
し
た
。

詩
人
』
一
九
二
六
年
一
月
号
は
現
物
確
認
で

集

第
五
巻
』（
学
習
研
究
社
、
一
九
九
五

介
「
創
造
の
戦
争

戦
場
の
記
録
」（『
日
露

、
二
〇
〇
四
年
二
月
、
所
収
）。

独
歩
「
大
連
湾
雑
信
」（
前
掲
『
愛
弟
通
信

彦
「『
亜
』
と
『
面
』」（『
本
の
手
帖
』
三
号

衛
・
池
田
克
己
・
佐
藤
賢
二
・
花
村
奨
・
深

雑
談
」（『
時
間
』
二
三
号
、
一
九
五
二
年
三

編
『
日
本
詩
集

版
』（
新
潮
社
、
一

四
年
詩
壇
の
主
な
る
事
項
」
の
二
月
の
欄

日
、
所
収
）。
な
お
、『
愛
弟
通
信
』
か
ら
の五

七 六
年
四
月
一
日
）
に
そ
の
一

用
し
た
。

九
巻
二
号
、
一
九
二
六
年
二

号
、
一
九
二
六
年
一
一
月
一

未
確
認
。

界
』
宝
文
館
、
一
九
八
四
年

九
二
四
年
一
一
月
）
表
紙
裏

北
川
冬
彦
・
城
所
英
一
の
名

な
か
っ
た
。
但
し
、
正
富
汪

二
六
年
五
月
一
日
）
か
ら
、

き
な
か
っ
た
。
但
し
、
福
富

年
七
月
）
に
依
っ
た
。

戦
争
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』
紀
伊

』
所
収
）
よ
り
。

、
一
九
六
一
年
五
月
）
を
参

尾
須
磨
子
﹇
速
記
者
・
滝
口

月
）
を
参
照
。

九
二
六
年
五
月
一
二
日
）
の

に
は
、
福
富
菁
兒
に
よ
っ
て

引
用
は
全
て
『
定
本

国
木



こ
れ
ら
の
点
に

五
四
集
、
一
九
九

堀
口
大
学
「
短

年
八
月
一
二
日
朝

堀
口
大
学
「
短

年
八
月
一
三
日
朝

堀
口
大
学
「
短

年
八
月
一
四
日
朝

例
え
ば
、
和
田

一
日
）
を
参
照
。

五
十
殿
利
治
『

一
九
九
八
年
六
月

こ
の
詩
展
に
つ

一
九
二
五
年
九
月

詳
細
は
、
前
掲

参
照
。

村
山
知
義
「
構

よ
り
。

大
連
の
詩

福
富
菁
兒
「『
第

よ
り
。

福
富
菁
兒
の
「

一
日
）、「
弁
疏
二

同
人
誌
『
短
詩

安
の
還
暦
を
記
念

月
一
日
）
で
、
そ

（
正
富
）
汪
洋
「

つ
い
て
は
、
安
藤
靖
彦
「『
亞
』
の
短
詩
」

六
年
五
月
）
な
ど
を
参
照
。

詩
型
流
行
と
産
詩
制
限
【
一
】」（『
東
京
朝

刊
）
よ
り
。

詩
型
流
行
と
産
詩
制
限
【
二
】」（『
東
京
朝

刊
）
よ
り
。

詩
型
流
行
と
産
詩
制
限
【
三
】」（『
東
京
朝

刊
）
よ
り
。

博
文
「
大
連
の
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
と

大
正
期
新
興
美
術
運
動
の
研
究
』（
改
訂
新

）
第
一
〇
章
の
注
三
五
を
参
照
。

い
て
は
、
安
西
冬
衛
「
展
覧
会
に
あ
た
り
て

一
日
）
を
参
照
。

、
五
十
殿
利
治
『
大
正
期
新
興
美
術
運
動
の

成
派
批
判
」（『
み
づ
ゑ
』
二
三
三
号
、
一
九

人
た
ち

一
短
詩
集
』
読
後
感
」（『
犀
』
三
輯
、
一

そ
れ
は
そ
れ

こ
れ
は
こ
れ
」（『
犀
』
六
輯

ツ
」（『
犀
』
七
輯
、
一
九
二
六
年
一
一
月
三

』
は
少
数
部
し
か
現
物
確
認
が
で
き
な
か
っ

し
て
刊
行
さ
れ
た
、『
一
安
短
詩
集
』（
短
詩

の
全
貌
は
ほ
ぼ
確
認
で
き
る
。

福
富
君
に
答
ふ
」（『
新
進
詩
人
』
九
巻
七
号（『

日
本
近
代
文
学
』

日
新
聞
』
一
九
二
六

日
新
聞
』
一
九
二
六

日
新
聞
』
一
九
二
六

北
川
冬
彦
」（『
環
』

版
、
ス
カ
イ
ド
ア
、

」（『
亞
』
一
一
号
、

研
究
』
の
第
九
章
を

二
四
年
七
月
三
日
）

〔
付
記
〕詩

誌

シ
ヨ
ン
」

御
協
力
を

『
彷
書
月

上
げ
た
い

な
お
、

の
一
部
で

九
二
六
年
五
月
一
日
）

、
一
九
二
六
年
八
月

日
）
を
参
照
。

た
。
但
し
、
安
斎
一

社
、
一
九
二
八
年
七

、
一
九
二
六
年
七
月

、

エ
リ
ス

冊
）』
人

拙
稿

文
学
』
五

帰
す
る
過

タ
ン
・
ベ

を
参
照
。『

亞
』
原
本
の
閲
覧
、
北
川
冬
彦
「
詩
集
三
半

図
版
の
掲
載
に
つ
い
て
は
、
堺
市
立
中
央
図

、「
マ
ヴ
ォ
一
回
展
カ
タ
ロ
グ
」
に
つ
い
て

刊
』
編
集
部
の
御
協
力
を
頂
い
た
。
こ
の
場

。本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員

あ
る
。

四

二
〇
〇
三
年
七
月
）
な
ど
を
参
照
。

俊
子
「
表
象
と
し
て
の
「
亜
細
亜
」」（『
モ

文
書
院
、
二
〇
〇
二
年
二
月
）
を
参
照
。

「
神
奈
川
近
代
文
学
館
蔵

俳
句
雑
誌
『
風
流

九
号
、
二
〇
〇
三
年
一
二
月
）
の
「
解
題
」

程
の
一
部
を
論
及
し
た
。
論
中
の
「
封
土
化

ル
ク
、
中
山
元
訳
『
風
土
学
序
説
』（
筑
摩

規
管
喪
失
の
コ
ン
ス
ト
ラ
ク

書
館
（
安
西
冬
衛
文
庫
）
の

は
、
村
山
治
江
氏
、
彷
徨
舎

を
か
り
て
厚
く
御
礼
を
申
し

奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成
果

五
八

ダ
ニ
ズ
ム
の
越
境
（
第
一
分

陣
』
総
目
次
」（『
同
志
社
国

で
は
、
こ
う
し
た
問
題
が
再

」
に
つ
い
て
は
、
オ
ギ
ュ
ス

書
房
、
二
〇
〇
二
年
一
月
）


